
70

研究ノート［欧文活字書体選択の根拠を探る：後編 ナンサッチ・プレスにおける活字書体の使用］河野 三男

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第21号

欧
文
活
字
書
体
選
択
の
根
拠
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
編
　
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
に
お
け
る
活
字
書
体
の
使
用

河
野 
三
男

一
、
は
じ
め
に

　
前
編
（
本
紀
要
第
１
９
号
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
実
践
的
解
説
書
を
基
に
欧
文
活
字
書
体
（
以
下
、
書

体
と
略
称
）
の
選
択
に
つ
い
て
調
べ
た
。
書
体
の
扱
い
方
に
関
す
る
議
論
や
解
説
を
時
代
順
に

選
び
、
書
体
選
択
に
関
す
る
根
拠
と
な
る
項
目
を
ま
と
め
た
。

　
こ
の
後
編
で
は
、
二
十
世
紀
前
半
に
英
国
で
異
彩
を
放
っ
た
出
版
社
が
発
行
し
た
書
籍
に

的
を
絞
り
、
そ
の
書
体
選
択
の
特
徴
と
根
拠
を
抽
出
し
て
み
る
。
そ
の
出
版
社
は
ナ
ン
サ
ッ

チ
・
プ
レ
ス
と
い
う
、
こ
の
国
を
含
む
書
籍
愛
好
家
の
間
で
は
名
の
知
ら
れ
た
小
企
業
で
あ

り
、
文
芸
分
野
で
優
れ
た
書
籍
設
計
の
技
を
も
っ
て
世
に
問
う
た
存
在
だ
っ
た
。（1）

　
そ
の

代
表
者
は
詩
人
で
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
メ
ネ
ル
（
一
八
九
一
―
一
九
七
五
）
で
あ
り
、

書
籍
製
作
に
お
け
る
独
自
の
理
想
を
追
求
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
題
に
入
る
前
段
で
は
、
書

籍
出
版
社
と
し
て
の
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
理
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
題
を
補

足
す
る
と
考
え
、
こ
の
版
元
の
特
色
と
メ
ネ
ル
の
見
識
、
そ
れ
に
発
注
先
の
印
刷
所
の
こ
と

も
背
景
と
し
て
若
干
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
。

　
こ
こ
で
検
証
す
る
主
な
資
料
は
、
ジ
ョ
ン
・
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
著
『
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス

の
歴
史
』
の
巻
末
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
記
述
式
出
版
目
録
で
あ
る
。（2）

こ
こ
に
は
各
出
版

物
に
つ
い
て
、
発
行
順
の
番
号
と
と
も
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
書
名
、
著
者
（
ま
た
は
編
集
者

名
）、
発
行
地
、
印
刷
所
、
発
行
年
月
日
、
判
型
、
ペ
ー
ジ
数
、
印
刷
部
数
、
使
用
書
体
（
主

に
本
文
用
）、
印
刷
用
紙
、
装
幀
と
製
本
、
広
告
媒
体
（
印
刷
物
）
掲
載
の
出
版
案
内
記
事
ま
た
は

批
評
記
事
あ
る
い
は
人
物
関
連
情
報
、
な
ど
の
項
目
が
二
段
組
み
で
九
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
本
稿
で
は
、
出
版
物
の
内
容
は
こ
の
目
録
に
あ
る
書
名
、
広
告
文
、
批
評
文
、
著
者

な
ど
か
ら
類
推
す
る
に
と
ど
め
る
。
つ
ま
り
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
全
書
籍
の
読
了
で
も

な
く
、
ま
た
実
物
検
分
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
目
録
以
外
の
情
報
は
、『
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ

レ
ス
の
歴
史
』
の
本
文
中
の
関
連
す
る
記
述
か
ら
取
捨
し
て
い
る
。

二
、
前
編
と
の
関
連
と
メ
ネ
ル
の
理
想

（
一
）
前
編
の
結
論
と
本
稿
と
の
関
連
　

　
前
編
で
の
書
体
選
択
の
根
拠
や
条
件
に
つ
い
て
の
結
論
は
、
次
の
四
つ
の
事
柄
に
ま
と
め

ら
れ
た
。
①
印
刷
技
術
の
変
化
・
差
異
に
伴
う
条
件
や
制
約
、
②
活
字
書
体
の
特
徴
や
組
版

設
計
、
③
扱
う
文
章
の
量
と
主
題
、
④
印
刷
用
紙
と
の
相
性
（
適
正
）。
こ
の
う
ち
後
編
で
は

①
と
④
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
当
て
は
ま
り
に
く
く
、
②
と
③
が
主
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
②
の
う
ち
組
版
の
多
彩
さ
ま
で
を
検
分
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的

と
は
異
な
る
の
で
除
外
す
る
。

　
①
の
技
術
で
は
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
出
版
活
動
の
開
始
で
あ
る
一
九
二
〇
年
代
以

降
は
、
モ
ノ
タ
イ
プ
機
を
主
と
す
る
金
属
活
字
に
よ
る
組
版
と
そ
の
活
字
版
印
刷
が
主
流
で

あ
っ
た
。
組
版
方
式
は
活
字
自
動
鋳
造
植
字
機
の
時
代
へ
と
移
っ
て
い
た
。
ま
た
、
印
刷
業

界
で
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
コ
ー
ル
ド
・
タ
イ
プ
す
な
わ
ち
写
植
の
時
代
に
突
入
し
た
と
は

い
え
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
で
は
と
り
わ
け
前
期
で
は
金
属
活
字
に
こ
だ
わ
っ
た
跡
が
見

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
技
術
の
変
化
・
差
異
は
考
慮
外
で
あ
る
。

　
④
の
印
刷
用
紙
と
の
相
性
で
は
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
版
の
書
籍
を
十
分
に
実
見
で
き
る
機
会
が

な
い
た
め
に
、
調
査
検
分
は
難
し
い
。
出
版
目
録
で
は
用
紙
の
記
述
は
見
ら
れ
る
が
、
実
物

に
触
れ
ら
れ
な
い
た
め
に
、
活
字
と
の
相
性
・
適
性
な
ど
の
検
証
は
割
愛
す
る
。
だ
が
、
メ

ネ
ル
が
書
体
と
用
紙
と
の
関
係
に
配
慮
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

（
二
）
メ
ネ
ル
の
見
識

　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
メ
ネ
ル
は
書
体
の
選
択
に
お
い
て
独
自
の
判
断
が
あ
っ
た
。
彼
は
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
が
父
親
の
仕
事
場
の
印
刷
工
場
で
あ
っ
て
、
根
っ
か
ら
の
印
刷
人
で
あ
り
、
書

体
に
つ
い
て
の
知
識
と
実
践
が
豊
富
で
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
と
し
て
の
使
命
感
と
熱
意
に
満

ち
て
い
た
こ
と
か
ら
、
十
分
な
見
識
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
が
書
籍
製
作
で
生
か
さ
れ
た
こ

と
は
言
を
俟
た
な
い
。
彼
の
父
親
ウ
ィ
ル
フ
リ
ッ
ド
・
メ
ネ
ル
は
バ
ー
ン
ズ
・
ア
ン
ド
・
オ

ー
ツ
社
を
経
営
し
て
自
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
媒
体
を
自
営
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
母

の
ア
リ
ス
は
詩
人
で
自
ら
も
月
刊
の
詩
集
の
編
集
・
発
行
を
担
っ
て
い
た
の
で
、
息
子
の
フ

ラ
ン
シ
ス
・
メ
ネ
ル
は
言
論
発
信
や
詩
歌
・
文
芸
と
い
う
、
ど
ち
ら
も
言
葉
へ
の
繊
細
な
態

度
や
印
刷
者
と
し
て
の
志
そ
れ
に
倫
理
な
ど
、
両
親
か
ら
多
く
の
影
響
を
受
け
た
。
加
え
て

活
字
を
扱
う
組
版
設
計
で
も
、
自
著
な
ど
で
明
確
な
意
見
を
披
露
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
判
断
基
準
が
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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示
し
て
、
そ
れ
を
読
み
手
と
共
有
・
共
感
し
た
り
気
づ
か
せ
た
り
す
る
工
夫
で
あ
る
。
そ
こ

に
こ
そ
装
飾
の
意
図
が
あ
る
、
と
メ
ネ
ル
は
考
え
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
装
飾
は
、
書
き
手

の
意
図
を
妨
げ
な
い
程
度
に
何
か
を
付
加
す
る
あ
る
い
は
増
幅
す
る
と
い
う
「
創
造
的
機
能

性
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
配
慮
を
期
待
さ
れ
て
い
る
素
材
で
も
あ
っ
た
。
読
者
が
模
様
や
図
柄
を

目
に
し
て
、
紙
面
に
独
特
な
印
象
深
い
表
情
や
心
理
的
な
立
体
感
を
与
え
ら
れ
る
楽
し
み
と

で
も
言
え
よ
う
。
こ
の
種
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
類
の
扱
い
方
に
は
組
版
技
術
や
創
造
力
が
必
要

と
さ
れ
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
選
ん
だ
根
拠
も
試
さ
れ
る
。
花
形
装
飾
活
字
な
ど
は
、
そ
の
意

味
で
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
に
と
っ
て
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
創
造
性
を
か
き
立
て
ら
れ

る
素
材
で
あ
る
は
ず
だ
。

　
他
方
で
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
、
メ
ネ
ル
が
一
九
二
三
年
に
発
行
し
た
活
字
見
本
帳
の
奥
書
か

ら
以
下
の
よ
う
な
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。（5）

あ
る
べ
き
活
字
と
は
、
次
の
よ
う
に
常
識
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

① 

何
は
さ
て
お
き
、
読
み
や
す
い
こ
と
。

② 

確
か
め
う
る
規
範
、
美
、
ま
た
は
（
そ
し
て
）
伝
統
に
従
う
こ
と
。

③ 

で
き
る
だ
け
明
瞭
で
あ
る
こ
と
。

④ 

印
刷
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
に
対
し
て
、（
活
字
の
）
特
色
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
。

⑤ 

飾
り
罫
や
図
版
と
調
和
す
る
「
濃
淡
」
で
あ
る
こ
と
。

⑥ 

決
め
ら
れ
た
印
刷
工
程
と
決
め
ら
れ
た
紙
に
よ
っ
て
効
果
の
あ
る
再
生
が
可
能
な

こ
と
。

⑦ （
常
識
的
な
心
理
学
の
言
葉
を
使
う
と
）
読
者
の
心
の
中
で
正
し
い
連
想
を
確
立
す
る
こ
と
。

こ
こ
に
メ
ネ
ル
の
書
籍
製
作
に
か
け
る
熱
く
か
つ
冷
静
な
姿
勢
の
均
衡
の
程
が
十
分
に
う
か

が
え
る
。
ナ
ン
サ
ッ
チ
版
の
書
籍
の
全
て
が
こ
の
よ
う
な
理
想
を
具
現
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
意
気
込
み
と
質
の
維
持
に
懸
命
で
あ
っ
た
と
想
像

で
き
る
。
同
社
の
設
立
に
際
し
て
「
中
身
の
重
要
性
、
体
裁
の
美
し
さ
、
適
正
な
定
価
と
い

う
三
つ
の
理
想
に
従
っ
て
中
身
を
選
ん
で
製
作
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
確
固
た
る
意
志

が
、
一
九
二
三
年
の
設
立
直
後
の
出
版
案
内
の
中
で
表
明
さ
れ
て
い
る
。（6）

　
な
お
、
日
本
で
は
こ
の
時
期
に
す
で
に
一
人
の
詩
人
が
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
に
注
目
し

て
い
た
。『
游
牧
記
』
を
残
し
た
夭
折
の
詩
人
・
平
井
功
が
メ
ネ
ル
に
手
紙
を
送
り
、
そ
の
書

籍
製
作
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
日
夏
耿
之
介
や
庄
司
泉
水
ら
の
愛
書
家

　
彼
に
よ
る
書
籍
製
作
に
対
す
る
態
度
は
、
そ
の
著
『
イ
ギ
リ
ス
の
印
刷
本
』（3）
と
ジ
ョ
ン
・

ド
レ
イ
フ
ァ
ス
著
『
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
歴
史
』（4）
に
詳
し
い
。
以
下
の
彼
の
言
葉
か
ら

そ
の
真
摯
な
姿
勢
や
理
想
と
す
る
実
践
方
針
を
見
て
み
る
。

「
可
読
性
と
は
、
十
分
に
油
が
注
が
れ
た
ベ
ア
リ
ン
グ
の
こ
と
で
、
意
味
と
い
う
車
輪
を

ギ
ー
ギ
ー
と
音
を
立
て
ず
に
回
転
さ
せ
る
も
の
だ
」

「
言
葉
に
つ
い
て
の
様
々
な
表
し
方
が
可
能
な
限
り
あ
る
。著
者
の
言
葉
を
肉
体
化
す
る

こ
と
だ
」

「
書
物
の
物
理
的
な
心
臓
や
頭
部
は
、
印
刷
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
に
あ
る
」

「
我
々
の
役
に
立
ち
、
我
々
を
救
う
の
は
、
活
字
で
あ
る
」

「（
新
聞
の
）
印
刷
は
偉
大
な
記
録
者
だ
。
書
類
は
残
り
続
け
、
そ
の
証
拠
は
い
つ
で
も
入

手
で
き
て
、
記
事
は
歴
史
と
な
る
。
証
拠
を
隠
す
こ
と
は
難
し
い
し
、
印
刷
は
究
極
の

言
葉
を
有
す
る
こ
と
に
至
る
。
つ
ま
り
鉛
で
で
き
た
二
十
六
の
兵
士
で
、
私
は
世
界
を

征
服
し
た
と
」

「
書
物
は
分
か
り
や
す
く
あ
る
べ
き
で
、
書
き
手
の
目
的
へ
の
誠
実
な
奉
仕
で
あ
る
」

「
書
物
は
読
ま
れ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
尊
重
・
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
も
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
書
物
は
分
か
り
や
す
く
あ
る
べ
き
で
、
書
き
手
の
目
的
・
意
図
へ
の
誠

実
な
奉
仕
で
あ
る
。
ま
た
、
読
み
や
す
い
こ
と
が
必
要
だ
。
時
と
し
て
書
き
手
の
意
図

を
増
幅
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
自
体
の
不
可
欠
な
形
態
へ
と
接
近
す
る
な
ど
だ
」

「
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
印
刷
と
い
う
男
勝
り
の
三
つ
の
女
神
を
眺
め
て
み
よ
う
。そ
れ
は

分
か
り
や
す
さ
、
読
み
や
す
さ
、
そ
し
て
装
飾
だ
」

「
理
想
を
言
え
ば
、
文
章
の
一
行
は
八
か
ら
十
一
単
語
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
」

「
派
手
に
着
飾
っ
た
書
物
で
は
な
く
、
絶
妙
に
し
て
的
確
に
、
出
し
ゃ
ば
る
こ
と
な
く
書

物
へ
の
思
い
で
身
を
ま
と
っ
た
書
物
を
欲
し
て
い
る
の
だ
」

　
こ
こ
に
引
用
し
た
「
男
勝
り
の
女
神
」
の
三
番
目
の
装
飾
は
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
隠
喩
に
富
ん
だ
印
刷 (allusive printing)

」
を
理
解
す
る
に
は
好
例
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
は
メ
ネ
ル
が
尊
敬
す
る
ア
メ
リ
カ
人
ブ
ル
ー
ス
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（
一
八
七
〇

―
一
九
五
七
）
が
既
に
唱
え
て
い
た
。
こ
の
隠
喩
と
は
書
籍
製
作
全
般
の
デ
ザ
イ
ン
つ
ま
り
装

幀
、
製
本
材
料
、
扉
な
ど
と
、
書
体
選
択
で
も
発
揮
さ
れ
る
。
例
え
ば
装
飾
と
は
た
だ
眼
を

ひ
く
も
の
で
も
や
た
ら
に
飾
り
立
て
る
こ
と
で
も
な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
や
背
景
を
暗
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で
き
る
記
述
が
あ
り
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
社
内
で
印
刷
さ
れ
た
か
同
族
関
係
の
印
刷
工
場
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
特
定
で
き
ず
、
実
態
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

　
業
者
名
の
内
訳
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
社
が
二
十
二
点
、
Ｒ
・
Ｒ

ク
ラ
ー
ク
社
が
十
九
点
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ロ
ウ
ズ
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
社
が
十
四
点
、
ロ

バ
ー
ト
・
マ
ク
レ
ホ
ウ
ズ
社
が
十
三
点
、
キ
ー
ノ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
が
十
二
点
、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
印
刷
局
が
十
一
点
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
印
刷
局
と
フ
ァ
ン
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ス

が
各
十
点
、
ヘ
リ
テ
ィ
ッ
ジ
・
プ
レ
ス
と
私
的
印
刷
所
が
各
九
点
で
あ
る
。
海
外
発
注
は
ア

メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
に
あ
り
、
前
者
は
ヘ
リ
テ
ィ
ッ
ジ
・
プ
レ
ス
と
、
ク
ィ
ン
・
ア
ン
ド
・

ボ
ー
デ
ン
社
、
レ
オ
・
ハ
ー
ト
社
で
、
後
者
は
プ
ロ
タ
印
刷
社
で
あ
る
。

　
次
に
こ
れ
ら
の
印
刷
所
が
受
注
し
た
書
体
の
特
徴
を
眺
め
て
み
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ド

ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
社
は
キ
ャ
ズ
ロ
ン
書
体
と
プ
ラ
ン
タ
ン
書
体
で
の
組
版
と
印
刷
を
主
に

受
注
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
四
書
体
の
使
用
が
記
録
さ
れ
て
い
る
Ｒ
・
Ｒ
ク
ラ
ー
ク
社
は
ス

コ
ッ
チ
・
ロ
ー
マ
ン
書
体
と
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
書
体
そ
れ
に
タ
イ
ム
ズ
・
Ｎ
・
Ｒ
書
体
の
使
用

が
多
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ロ
ウ
ズ
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
社
は
モ
ノ
タ
イ
プ
社
と
関
係
が
強

く
、
メ
ネ
ル
か
ら
七
書
体
の
仕
事
を
受
注
し
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
版
プ
ラ
ン
タ
ン
書
体
と
い
う
特

注
書
体
の
使
用
が
四
点
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
レ
ホ
ウ
ズ
社
は
七
書
体
を
指
定
さ
れ
、
タ

イ
ム
ズ
・
Ｎ
・
Ｒ
書
体
が
も
っ
と
も
多
い
。
キ
ー
ノ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
は
六
書
体
で
の
印
刷
を

受
注
し
、
モ
ノ
タ
イ
プ
社
版
ギ
ャ
ラ
モ
ン
書
体
（
ジ
ャ
ノ
ン
系
で
、
ギ
ャ
ラ
モ
ン
書
体
の
模
倣
の
復
刻
版
）

と
ベ
ン
ボ
書
体
で
の
組
版
受
注
が
際
立
つ
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
印
刷
局
は
十
一
点
で

三
書
体
の
使
用
を
受
注
し
、
そ
の
内
で
同
印
刷
局
が
歴
史
的
遺
産
と
し
て
所
有
す
る
十
七
世

紀
前
半
の
フ
ェ
ル
書
体
の
母
型
か
ら
鋳
込
ん
だ
活
字
を
七
点
で
使
用
し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
印
刷
局
は
九
書
体
で
十
点
を
印
刷
し
て
い
る
し
、
フ
ァ
ン
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ス
に
は
特
徴

あ
る
書
体
は
み
ら
れ
な
い
が
、
ガ
ウ
デ
ィ
・
モ
ダ
ン
書
体
が
目
を
引
く
。
ア
メ
リ
カ
の
印
刷

所
で
あ
る
ヘ
リ
テ
ィ
ッ
ジ
・
プ
レ
ス
は
特
に
多
く
使
用
し
て
い
る
書
体
は
な
く
八
書
体
で
あ

る
が
、
一
書
体
で
明
記
が
な
い
。
私
的
印
刷
所
は
ジ
ャ
ン
ソ
ン
書
体
で
半
分
の
四
点
を
印
刷

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
タ
社
で
は
コ
シ
ャ
ン
と
フ
ー
ル
ニ
エ
の
二
書
体
で
の
印
刷
を

受
注
し
、
ク
ィ
ン
・
ア
ン
ド
・
ボ
ー
デ
ン
社
と
レ
オ
・
ハ
ー
ト
社
で
合
わ
せ
て
四
点
を
印
刷

し
、
全
て
コ
シ
ャ
ン
書
体
で
印
刷
し
て
い
る
。
両
書
体
は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
で
、
そ
の
復
刻

版
活
字
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
以
外
で
我
々
に
馴
染
み
の
あ
る
印
刷
所
を
あ
げ
て
お
く
。
オ
リ
ヴ
ァ
・
サ
イ
モ
ン

が
携
わ
っ
て
い
た
カ
ー
ウ
ェ
ン
・
プ
レ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
エ

た
ち
が
平
井
に
ナ
ン
サ
ッ
チ
版
の
魅
力
に
つ
い
て
教
え
た
と
み
ら
れ
る
。
平
井
に
は
組
版
へ

の
意
欲
的
な
挑
戦
に
応
え
う
る
印
刷
所
の
選
択
な
ど
に
関
し
て
、
困
難
や
悩
み
が
あ
っ
た
か

ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
活
字
の
機
能
に
関
す
る
、
次
の
よ
う
な
メ
ネ
ル
の
言
及
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
文
字
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
美
し
さ
に
「
純
粋
な
」
基
準
と
い
う
も
の
が
あ

る
と
い
う
考
え
に
傾
い
た
が
、
そ
の
種
の
美
し
さ
の
代
わ
り
と
な
る
最
も
有
効
で
実
証

で
き
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
殊
の
外
難
し
く
て
疑
い
が
あ
る
こ
と
に
四
苦
八
苦
す

る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
用
の
美
（beauty of utility

）
と
い
う
見
解
で
あ
っ
て
、伝
統
と
慣

習
へ
の
尊
重
で
も
あ
る
。（
略
）
印
圧
の
鋭
さ
・
明
快
さ
、
曲
線
と
結
合
部
、
極
微
で
の

正
確
さ
と
安
定
感
、
目
の
歪
み
（
人
の
目
は
実
測
上
の
中
央
を
下
に
見
る
し
、
こ
れ
は
知
ら
れ
て
い
る
）

へ
の
考
慮
、
文
字
が
満
足
の
ゆ
く
よ
う
に
つ
な
が
り
、
語
を
形
成
し
、
文
字
が
示
さ
れ

た
と
き
の
媒
体
の
た
め
の
感
覚
―
―
金
属
、
石
、
イ
ン
ク
―
―
そ
れ
と
そ
れ
を
作
っ
た

道
具
へ
の
配
慮
、
あ
の
活
字
こ
の
活
字
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
技
術
上
の
完
璧
な
現
れ
で

あ
り
、
現
段
階
で
美
の
定
義
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
た
め
の
実
際
上
の
試
し
と
な

る
の
で
あ
る
。（7）

　「
用
の
美
」
あ
る
い
は
「
用
と
美
」
と
は
、我
が
国
で
柳
宗
悦
が
唱
え
た
民
芸
運
動
で
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
契
機
は
十
九
―
二
十
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
起
き
た
ア
ー

ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
に
あ
っ
た
。
メ
ネ
ル
も
そ
の
時
代
の
空
気
を
十
分
に
吸
っ
て

い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
し
、
工
芸
作
家
Ｗ
・
モ
リ
ス
が
辿
り
着
い
た

書
籍
製
作
の
態
度
は
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
理
解
の
深
さ
に
お
い
て
メ
ネ
ル
に
は
及
ば
な
い
。

書
き
手
へ
の
寄
り
添
い
方
や
意
識
が
モ
リ
ス
に
は
弱
い
こ
と
で
そ
の
結
果
は
ア
ー
ト
に
傾
き
、

逆
に
メ
ネ
ル
は
真
の
デ
ザ
イ
ン
に
没
入
で
き
た
。

（
三
）
発
注
先
の
印
刷
所

　
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
か
ら
印
刷
を
受
注
し
た
企
業
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
明
記
さ
れ
て

い
る
社
名
の
総
計
は
三
十
六
社
ほ
ど
あ
り
、
受
注
し
た
点
数
か
ら
み
て
上
位
十
社
だ
け
で

百
二
十
九
点
を
印
刷
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
体
の
七
十
％
ほ
ど
に
あ
た
る
。
受
注
印
刷
所
を

「
三
十
六
社
ほ
ど
」
と
し
た
が
、こ
れ
は
「
私
的
に
印
刷
」
と
い
う
自
社
内
で
の
作
業
を
推
測
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た
事
実
を
報
告
し
て
い
る
。（8）

こ
れ
は
プ
ラ
ン
タ
ン
書
体
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ノ
タ
イ
プ
社
版
の
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
、
ス
コ
ッ
チ
・

ロ
ー
マ
ン
、
グ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
、
ギ
ャ
ラ
モ
ン
な
ど
の
一
部
の
書
体
や
、
手

組
み
用
の
ジ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
も
選
ば
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ジ
ャ
ン
ソ
ン

書
体
は
十
二
点
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
手
組
み
用
七
点
、
ラ
イ
ノ
タ
イ

プ
社
版
が
三
点
、
不
明
が
二
点
と
、
手
組
み
用
に
ナ
ン
サ
ッ
チ
版
と
し
て

修
正
文
字
種
を
含
む
書
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
使
用
書
体
の
数

　
メ
ネ
ル
お
よ
び
彼
の
後
継
者
が
書
籍
な
ら
び
に
小
冊
子
で
選
ん
だ
本
文

用
書
体
の
一
覧
は
表
１
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
全
発
行
書
名
数
一
九
四
で
、

記
載
不
明
を
含
め
て
三
十
一
種
類
の
書
体
が
使
用
さ
れ
た
が
、
書
名
数
は

一
四
二
点
で
、
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
が
異
な
る
内
容
で
あ
れ
ば
一
点
と
数
え

た
。同
一
書
名
で
複
数
書
体
の
混
植
と
書
体
名
の
不
明
が
あ
る
た
め
に
、書

名
数
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
主
要
選
択
書
体
に
つ
い
て
は
、
上
位
十
書
体
で
百
三
十
二
点
を
組
ん
で

お
り
、
そ
の
割
合
は
六
十
八
％
で
七
割
近
い
。
ち
な
み
に
上
位
五
位
ま
で

の
六
書
体
で
、
全
体
の
五
割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
本
稿
の
基
に

な
る
文
献
で
あ
る
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
著
『
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
歴
史
』

も
同
じ
ナ
ン
サ
ッ
チ
発
行
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
活
字
の

バ
ル
ブ
書
体
は
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
表
一
の
使
用
書
体
の
う
ち
使
用
開
始
年
と
活
字
製
造
年
に
注
目

す
る
と
、
興
味
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
バ
ル
マ
ー
書
体
は
製
造
と
同
年

に
、
ギ
ャ
ラ
モ
ン
書
体
と
グ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
書
体
は
翌
年
に
、
バ
ス
カ
ヴ
ィ

ル
書
体
と
ベ
ン
ボ
書
体
と
ガ
ウ
デ
ィ
書
体
は
二
年
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用

さ
れ
て
い
る
。
メ
ネ
ル
が
い
か
に
新
し
い
書
体
の
出
現
に
敏
感
だ
っ
た
か

を
物
語
る
。
こ
れ
ら
か
ら
ラ
イ
ノ
タ
イ
プ
版
グ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
書
体
を
除
く

五
書
体
は
、
全
て
モ
ノ
タ
イ
プ
社
版
で
あ
る
。
ち
な
み
に
製
造
後
三
年
で

の
使
用
は
ポ
リ
フ
ィ
ラ
ス
書
体
と
そ
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
別
名
ブ
ラ
ド
ー

書
体
で
あ
る
。

ン
ス
ヘ
デ
社
、キ
ャ
ズ
ロ
ン
書
体
を
復
活
さ
せ
た
ウ
ィ
テ
ィ
ン
ガ
ム
運
営
の
チ
ジ
ッ
ク
（
チ
ズ

ウ
ィ
ッ
ク
）・
プ
レ
ス
な
ど
が
あ
る
。
活
字
書
体
と
そ
の
組
版
の
要
望
に
応
え
う
る
印
刷
所
が
指

定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
希
望
書
体
を
備
え
て
い
る
印
刷
所
を
選
ん
で
の

発
注
だ
ろ
う
。

　
本
文
の
組
版
と
印
刷
を
分
け
て
発
注
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
印
刷
所
が
全
て
先
に
あ
げ

た
書
体
を
備
え
て
組
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は

こ
こ
で
は
省
く
。

　
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
は
出
版
業
社
で
あ
り
、
メ
ネ
ル
は
主
に
編
集
と
デ
ザ
イ
ン
を
担
当

し
て
い
た
。
彼
が
活
躍
し
た
期
間
は
第
二
次
大
戦
の
前
ま
で
で
、
そ
の
後
は
ア
メ
リ
カ
人
に

経
営
が
委
ね
ら
れ
た
。
そ
の
歴
史
の
前
半
の
運
営
と
書
籍
製
作
の
主
体
は
メ
ネ
ル
で
あ
り
、

そ
の
意
志
は
助
言
な
ど
で
そ
の
後
の
経
営
陣
に
継
続
さ
れ
た
と
は
い
え
、
実
際
の
書
籍
デ
ザ

イ
ン
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
と
い
う
名
称

を
普
及
さ
せ
た
功
績
は
メ
ネ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
的
感
性
と
文
学
お
よ
び
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
才

能
・
知
識
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
人
的
交
流
の
広
さ
も
あ
り
、
そ
の
条
件
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
書
籍
の
外
部
と
内
部
の
質
の
高
さ
や
豊
か
さ
は
、
並
び
の
な
い
光
彩
を
放
っ

て
人
気
を
得
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
、
次
に
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
書
体
使
用

状
況
の
全
体
像
を
概
観
し
て
み
る
。

三
、
使
用
書
体
の
特
徴
と
概
略

（
一
）
活
字
の
供
給

　
ナ
ン
サ
ッ
チ
が
書
籍
本
文
の
組
版
・
印
刷
を
外
注
し
た
時
代
は
、
二
十
世
紀
前
半
の
半
世

紀
ほ
ど
（
一
九
二
三
―
一
九
六
八
年
）
の
期
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
モ
ノ
タ
イ
プ
式
と
ラ
イ
ノ
タ
イ

プ
式
の
自
動
鋳
造
植
字
機
に
よ
る
金
属
活
字
で
の
機
械
組
版
が
全
盛
を
誇
っ
て
い
た
時
代
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
が
選
択
し
た
書
体
は
ス
タ
ン
リ
ー
・
モ
リ
ス
ン
（
一
八
八
九
―

一
九
六
七
）
と
の
関
係
を
無
視
で
き
な
い
。
モ
リ
ス
ン
は
メ
ネ
ル
の
若
い
頃
か
ら
の
友
人
で
あ

り
、
当
時
モ
ノ
タ
イ
プ
社
で
活
字
書
体
復
刻
計
画
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
。
メ
ネ
ル
が
選
ん

だ
書
体
の
大
多
数
が
モ
ノ
タ
イ
プ
社
製
の
活
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
相
互
の
理
解
と
友
情

が
友
好
裏
に
働
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ジ
ョ
ン
・
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
「
モ
リ

ス
ン
の
存
在
に
よ
り
ラ
ン
ス
ト
ン
・
モ
ノ
タ
イ
プ
社
か
ら
（
ナ
ン
サ
ッ
チ
へ 

― 

引
用
者
）
の
特
殊

な
文
字
種
の
調
達
が
容
易
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
下
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
文
字
を
低
く

さ
せ
た
り
ア
セ
ン
ダ
ー
や
デ
ィ
セ
ン
ダ
ー
を
長
く
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
要
請
さ
れ

プランタン書体の比較： 同じ文字で左がナンサッチ版、右がモノタイプ版。
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順位 書体名 使用数 割合（%） 使用期間（年） 活字製造年* MT外の製造 供給所名
製造所(MT)

1 キャズロン（Caslon） 26 13.40 1923 – 38 1916 (13) ? (13)
2 プランタン（Plantin） 19 9.79 1923 – 55 1913 (19)
3 ギャラモン（Garamond） 16 8.25 1923 – 53 1922 (10) 1924 (2) LT

1917 (4) ATF
4 タイムズ（Times New Roman.） 15 7.73 1939 – 53 1932 (13) 1932 (2) LT?
5 バスカヴィル（Basker vil le） 12 6.19 1925 – 39 1923 (10) 1923 (2) LT

ジャンソン（Janson） 12 6.19 1926 – 39 1937 (3) LT
1919 (9) Stempel

6 スコッチ・ローマン（Scotch R.） 10 5.15 1925 – 35 1920 (8) ? (2) ?
7 コシャン（Cochin） 8 4.12 1931 – 44 1923 (8)
8 ベンボ（Bembo） 7 3.61 1931 – 64 1929 (7)

フェル（Fell） 7 3.61 1923 – 37 1672 (7) OUP

小  計 132 68.04 88 44
9 ボドニ（Bodoni） 6 3.09 1926 – 36 1922 (5) ? (1) ?

10 エアハルト（Ehrhardt） 5 2.58 1950 – 68 1937 (5)

フールニエ（Fournier） 5 2.58 1929 – 63 1925 (5)

パペチュア（Perpetua） 5 2.58 1936 – 51 1929 (5)
11 ガウディ・モダン（Goudy Mod.） 4 2.06 1930 – 53 1928 (4)

ポリフィラス（Poliphilus） 4 2.06 1926 – 33 1923 (2) ? (2) ?
12 ブラド（Blado = Poliphilus ital ic） 3 1.54 1926 – 28 1923 (2) ? (1) ?

グランジョン（Granjon） 3 1.54 1932 – 39 1928–31 (3) LT

インプリント（Imprint） 3 1.54 1932 – 56 1912 (3)

ワルバウム（Walbaum） 3 1.54 1926 – 39 1933 (1) 1919 (2) Berthold
13 バルマー（Bulmer） 2 1.03 1937 – 45 1937 (1) 1928 (1) ATF

セントール（Centaur） 2 1.03 1934 – 56 1929 (1) 1929 (1) LT

ダンテ（Dante） 2 1.03 1965 – 68 1957 (2)

フライシュマン（Fleischmann） 2 1.03 1928 – 34 1929 (2) Enschede
14 ベル（Bell） 1 0.52 1936 1930 (1)

アリギ（Arrighi = Centaur ital ic） 1 0.52 1934 1929 (1)

カレドニア（Caledonia） 1 0.52 1945 1938 (1)

ルテシャ（Lutetia） 1 0.52 1934 1925 (1) Enschede

ノイラント（Neuland） 1 0.52 1924 1923 (1) K'spore

ロムルス（Romulus） 1 0.52 1954 1931 (1) Enschede

ファン・ダイク（Van Dijck） 1 0.52 1928 1935 (1)

小  計 56 28.87 40 16

不明書体 6 3.09 6

鋳造所別小計 128 66
30書体の使用合計数 194 100.00

表 1: 本文主要書体の一覧

*（）内は使用数。特に明記ない場合は、MT（モノタイプ社）を表す。
* *  LTはライノタイプ社、AF Tはアメリカ活字鋳造会社、BTはベルトルド社、Sはシュテンペル社、Bはバウアー社。
活字製造年は製造完了年か発売年かにより、1年程度の差異がある。
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キャズロン、Caslon

プランタン、MT Plantin

ギャラモン、MT Garamondコシャン、Cochin

ジャンソン、Stempel Janson
スコッチ・ローマン、Scotch Roman

タイムズ・ニュー・ローマン、MT Times New Romanフェル、Oxford Fell

バスカヴィル、MT Baskerville
ベンボ、MT Bembo
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（
三
）
使
用
書
体
の
傾
向 

― 

著
者
・
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
連

　
以
下
で
は
発
行
書
籍
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
る
上
位
十
書
体
に
つ
い
て
、
表
２
と

表
３
を
基
に
探
る
。
表
２
は
著
者
の
生
没
年
代
と
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
連
、
表
３
は
著
者

に
つ
い
て
の
判
明
し
う
る
専
門
分
野
と
特
徴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
体
別
に
ま
と
め
た
。
そ

こ
か
ら
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
書
体
選
択
の
傾
向
を
探
る
。
①
著
者
の
生
没
年
代
（
表
２

参
照
）、
②
著
者
の
専
門
分
野
・
特
徴
（
表
３
参
照
）、
③
ジ
ャ
ン
ル
（
表
２
参
照
）、
④
特
徴
的

傾
向
の
ま
と
め
、
の
四
項
目
で
あ
る
。
な
お
、
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
カ
タ
ロ
グ
解
説

文
と
書
名
を
参
考
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
筆
者
が
可
能
な
限
り
調
べ
て
判
断
し
た
。
個
々

の
内
容
の
背
景
と
な
る
年
代
に
関
し
て
こ
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
、
記
述

で
不
明
が
あ
り
徹
底
し
て
い
な
い
た
め
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
年
代
と
ジ
ャ

ン
ル
で
は
不
明
を
含
む
場
合
が
あ
る
の
で
、
表
２
で
は
別
途
で
不
明
の
欄
を
設
け
て
示

し
た
。

表2-8: コシャン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

古  代 17－18 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 1
小説／物語 1 1
小説（フランス） 1 4 1 6
小計 1 1 1 4 1 8

表2-7: スコッチ・ローマン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

16 17－18 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 1
小説／物語 1 1
随筆・小論／評論 1 2 3 2 8
小計 1 1 2 4 2 10

表2-9: ベンボ書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

16－17 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 2 2
小説／物語 1 2 3
随筆・小論／評論 2 2
小計 2 1 4 7

表2-10: フェル書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

16－17 17－18 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 2 2
随筆・小論／評論 1 1
宗教／哲学 1 1 2
その他／不明 1 1 2
小計 5 1 1 7

表2-3: ギャラモン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

古 代 16－17 18－19 19－ 20 不 明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 3 1 5
小説／物語 1 2 3 1 7
宗教／哲学 1 1 2
その他／不明 1 1 2
小計 4 4 2 5 1 16

表2-6: ジャンソン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

17－18 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 2 2 5
随筆・小論／評論 1 2 1 4
小説／物語 1 1
その他／不明 1 1 2
小計 3 6 3 12

表2-5: バスカヴィル書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

16－17 17－18 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 1 3 1 6
小説／物語 1 1 2
随筆／評論 1 1 2 4
小計 1 1 4 2 4 12

表2-4: タイムズ・ニュー・ローマン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

17－18 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 3 2 6
小説／物語 1 1 2
自然科学 1 1
随筆・小論／評論 1 1 1 2 5
その他／不明 1 1
小計 2 4 5 4 15

表2-1: キャズロン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

古  代 16－17 17－18 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 5 1 3 10
小説／物語 1 1 1 1 4
随筆／評論 2 2 4
宗教 1 1
その他／不明 1 3 3 7
小計 1 2 6 5 9 3 26

表2-2: プランタン書体
ジャンル 著者・内容の年代（世紀）

古  代 16－17 18－19 19－20 不  明 計
戯曲／歌謡／詩歌 1 9 10
小説／物語 1 1 2
随筆・小論／評論 1 1 2
宗教 2 2
その他／不明 1 2 3
小計 3 1 1 13 1 19

表2: 書体別、著者とジャンル（使用数上位10書体）
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表3-1:キャズロン書体（18−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

10 ハドスン（W. H. Hadson, 1841︲1922） 植物学者 自然主義
27・45・85 B・ダーウィン（B. Darwin, 1871︲1954） 絵本作家・挿絵画家 児童文学

E・ダーウィン（E. Darwin, 1876︲1961） 絵本作家・挿絵画家 児童文学
36 b ターナー（Walter Turner, 1889︲1946） 詩人・小説家 評論

43・103 ブレイク（W. Blake, 1757︲1827） 詩人・画家 幻想的・浪漫主義
46・88 レイヴァー（J. Laver, 1806︲1872） 小説家 音楽的・絵画的

48 ヴォルテール（Voltaire, 1694︲1778） 小説家・思想家 啓蒙的合理主義
66 ファルクハー（G. Farquhar, ?） 劇作家 喜劇的
67 アリス・メネル（A. Meynel l , 1847︲1922） 詩人（フランシスの母親） 易しい言葉遣い
68 ローレンス（D. H. Lawrence, 1885︲1930） 絵本作家 神秘的唯物論

表3-4:タイムズ・N・ローマン書体（18−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

15g・116 a・b メネル（F. Meynel l , 1891︲1975） 詩人・編集者・出版人 社会主義者
94 コウルリッジ（S. T. Colerr idge, 1772︲1834） 詩人 浪漫主義
98 コリアー（J. Coll ier, 1901︲1980） 小説家 悪魔

106 シモンズ（A. J. A. Symons, 1900-1941） 伝記作家 愛書家
フラワー（D. F lower, 1907– ?） 伝記作家 愛書家
メネル（F. Meynel l , 1891︲1975） 詩人・編集者・出版人 社会主義者

111 ホイットマン（W. Whitman, 1819︲1892） アメリカの詩人 自由詩・政治的
114 ホワイト（G. White, 1720︲1793） 博物学 流麗な文体
117 バイロン（Byron, 1788︲1824） 詩人 政治的・風刺的
118 シェリー（Shel ly, 1792︲1822） 詩人 浪漫派・無神論

表3-5:バスカヴィル書体と関連人物（17−19世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

24 ブレイク（W. Blake, 1757–1827） 詩人・画家 幻想的・浪漫主義
26 ペロル（Perrault , 1628–1703） 詩人・小説家 童話も有名
41 コベット（W. Cobbette, 1763–1835） ジャーナリスト 論争家
90 コウルリッジ（S. T. Colerr idge, 1772–1834） 詩人 幻想・神秘的・浪漫派
92 モリス（W. Morris, 1834–1896） 工芸作家・印刷者 社会主義者

表3-2:プランタン書体（19−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

8・30 トラー（E. Toller, 1893︲1939） 劇作家 反ナチ、左翼
15 a-f・123（編集）メネル（F. Meynel l , 1891︲1975） 詩人・編集者・出版人 社会主義者

85 B・ダーウィン（Bernard & Darwin, 1871︲1954） 絵本作家・挿絵画家 児童文学
E・ダーウィン（Elenor Darwin, 1876︲1961） 絵本作家・挿絵画家 児童文学

131 スティヴンスン（R. L. Stevenson, 1850︲1894） 詩人・小説家 旅行作家
133 ラング（A. Lang, 1844︲1912） 民俗学者 お伽話の収集

表3: 書体別、著者専門分野・特徴 （表中の番号とは、カタログの書名番号を示す）

表3-3:ギャラモン書体（古代と19−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

2 メレディス（G. Meredith, 1828︲1909） 小説家・詩人・評論家 メネルの両親の友人
7 アプレイウス（L. Apuleius, 前2世紀） 作家（ギリシャ） 伝奇小説

12 アナクレオン（Anacreon, 前6世紀） 詩人（ギリシャ） 酒と恋・抒情
63 プルターク（Plutarch, 2世紀） 哲学者（ギリシャ） 博識

16・31 ムーア（G. Moore, 1852︲1933） 小説家 自然主義
19 プラトン（Plato, 前4世紀） 哲学者（ギリシャ） 霊魂不滅・イディア論

107 d ハドスン（W. H. Hudson, 1841︲1922） 植物学者 自然主義
115 キャロル（L. Carol l , 1832︲1898） 小説家・数学者 風刺・幻想的

117 a バルザック（H. Balzac, 1799︲1850） 小説家（フランス） リアリズム文学
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表3-6:ジャンソン書体（16−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

36a メネル（F. Meynel l , 1891–1975） 詩人・編集者・出版人 社会主義者
44 ハーバート（G. Herbert, 1593–1633） 聖職者・詩人 形而上派

55a メネル（E. Meynel l , 1882–1926） 作家・古書店主 フランシスの兄
65 フォンテネル（B. de Fontenel l , ） 思想家・啓蒙家 宗教批判

65a, 68a メネル（F. Meynel l , 1891–1975） 詩人・編集者・出版人 社会主義者
82 エヴリン（J. Evelyn, 1620–1706） 日記作家 　?

107c ハウズマン（A. Housman, 1859–1936） 詩人・ラテン語学者 古典・ロマン主義
114 a ストーン（I. Stone, 1903–1989） 伝記作家 　?

表3-8:コシャン書体（18−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

72 ホーマー（J. Homer, 前8世紀） 詩人（ギリシャ） 吟遊詩人
105 コウルリッジ（S. T. Colerr idge, 1772–1834） 詩人（ロマン派） 幻想・神秘的

115c ヴォルテール（Voltaire, 1694–1778） 小説家（仏） 風刺・啓蒙合理
115f フランス（A. France, 1844–1924） 小説家（仏） 批評的
115g モーパッサン（G. Mopassant, 1850–1893） 小説家（仏） 自然主義
115h ゾラ（E. Zola, 1840–1902） 小説家（仏） 自然主義・幻想的

表3-9:ベンボ書体（16−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

73 シドニー（P. Sydney, 1554–1586） 詩人 ソネット形式
107b シェイクスピア（W. Shakespeare, 1564–1616） 劇作家・詩人 警句・名句・新語
117a バルザック（O. Balzac, 1799–1850） 小説家（仏） リアリズム

128 メネル（F. Meynel l , 1891–1975） 詩人・編集者・出版人 社会主義者
132 マクドナルド（G. MacDonald, 1824–1905） 児童文学者・詩人 　?
136 ネスビット（E. Nesbit, 1858–1924） 童話作家 　?

表3-10:フェル書体（16−18世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴
1・6・71・86 ダン（J. Donne, 1572–1631） 詩人 官能的恋愛詩

37 エヴリン（J. Evelyn, 1620–1706） 日記作家 警句・名句・新語
109 ミルトン（J. Milton, 1608–1674） 詩人 宗教的・幻想的
100（編集）オールト（A. Ault, 1880–1950） ポープの研究者 　?

表3-7:スコッチ・ローマン書体と関連人物（18−20世紀）
番　号 著者名または書名中の人物名 著者の分野 特　徴

52 コンラッド（J. Conrad, 1857–1924) 小説家（ポーランド） 　?
64 オースティン（J. Austin, 1775–1817) 小説家 写実主義

71a ディケンズ（C. Dickens, 1812–1870) 詩人 諧謔的
75 ハズリット（W. Hazlitt , ?–1930) 詩人・随筆家 浪漫主義
キーンズ（G. Keynes, ?) 　?

114b メレコヴスキー（Merejcoveski, 1866–1941) 詩人・小説家（ロシア） 歴史小説
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十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
世
界
的
に
有
名
な
ギ
ャ
ラ
モ
ン
設
計
の
活
字
ま
た
は
そ
れ

を
模
倣
し
た
十
七
世
紀
の
活
字
を
モ
デ
ル
に
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
欧
米
各

国
の
活
字
鋳
造
所
か
ら
供
給
さ
れ
た
。

① 

十
九
―
二
十
世
紀
と
十
六
―
十
七
世
紀
、
そ
れ
に
古
代
の
著
者
が
目
立
つ
。

② 

九
人
の
著
者
の
う
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
人
四
名
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
一
名
、
計
五
名
が
外
国

人
著
者
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
小
説
や
思
想
を
内
容
と
す
る
も
の
が
目
立
つ
が
、
伝
奇

小
説
、
叙
情
的
、
風
刺
的
、
自
然
主
義
、
リ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
。

③ 

小
説
・
物
語
と
詩
歌
・
韻
文
・
戯
曲
に
多
い
。

④ 

ギ
ャ
ラ
モ
ン
書
体
誕
生
の
世
紀
と
の
一
致
が
あ
る
の
は
四
点
。
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
著

者
が
多
め
で
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
と
十
六
世
紀
と
二
十
世
紀
の
「
著
者
の
年
代
」
そ
れ

に
多
岐
に
わ
た
る
「
ジ
ャ
ン
ル
」
が
特
徴
。

■ 

タ
イ
ム
ズ
・
ニ
ュ
ー
・
ロ
ー
マ
ン
書
体

一
九
三
二
年
に
日
刊
新
聞
用
に
特
化
し
て
設
計
さ
れ
た
書
体
。
黒
み
が
や
や
強
く
硬
質
な
テ

ク
ス
チ
ュ
ア
を
印
象
づ
け
る
書
体
で
あ
る
た
め
に
、
客
観
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
理
工
系
の

内
容
や
言
論
・
批
評
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
に
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。

　
① 

十
九
―
二
十
世
紀
が
目
立
つ
。

② 

詩
人
・
小
説
家
が
多
く
、
そ
の
他
に
は
学
者
が
い
て
、
近
代
の
著
作
に
集
中
。
出
版

人
で
あ
り
編
集
者
で
も
あ
る
メ
ネ
ル
自
身
が
ま
と
め
て
い
る
も
の
が
三
点
。

③ 

詩
歌
・
韻
文
と
小
論
・
評
論
に
集
中
。
詩
歌
関
連
で
は
意
外
な
印
象
。
社
会
主
義
や

無
神
論
な
ど
の
思
想
性
が
背
景
に
あ
る
よ
う
な
傾
向
。

④ 

随
筆
・
評
論
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
客
観
性
を
標
榜

す
る
内
容
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
納
得
で
き
る
。
詩
歌
で
の
使
用
は
、
こ
の
書

体
の
明
快
さ
と
詩
歌
へ
の
過
剰
な
感
情
的
思
い
入
れ
を
意
識
的
に
抑
制
し
て
い
る

か
、あ
る
い
は
挑
戦
的
試
み
か
、興
味
深
い
選
択
。「
著
者
の
年
代
」「
著
者
の
特
徴
」

「
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
」
が
平
均
的
な
要
素
。

■ 

バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
書
体

十
八
世
紀
中
頃
に
出
現
し
た
書
体
の
復
刻
版
。こ
こ
で
は
モ
ノ
タ
イ
プ
社
版
が
十
点
、ラ
イ
ノ

タ
イ
プ
社
版
が
二
点
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
方
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
だ
が
、
弱
々

し
く
印
象
が
芳
し
く
な
い
。

① 

十
八
―
十
九
世
紀
が
多
い
。

② 

詩
人
が
や
や
多
い
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
政
治
評
論
家
の
コ
ベ
ッ
ト
も
い
る
。
浪

■ 

キ
ャ
ズ
ロ
ン
書
体

十
八
世
紀
前
半
に
生
ま
れ
た
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
書
体
で
、
全
二
十
六
点
に
使
用
。

① 

十
六
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
に
も
散
在
す
る
が
、
十
七
か
ら
二
十
世
紀
の
著
者
に
集
中

傾
向
。

② 
詩
人
、
小
説
家
、
劇
作
家
、
植
物
学
者
、
絵
本
作
家
（
画
家
）
に
分
け
ら
れ
る
。
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
だ
け
が
フ
ラ
ン
ス
人
。
自
然
主
義
、
浪
漫
主
義
ま
た
は
幻
想
的
、
神
秘
主

義
的
、
音
楽
的
ま
た
は
絵
画
的
、
喜
劇
的
な
内
容
を
得
意
と
す
る
人
物
な
ど
と
変
化

に
富
む
。
重
複
を
含
め
て
画
家
が
六
点
を
占
め
る
。

③ 

戯
曲
・
歌
謡
・
詩
歌
が
目
立
つ
が
、
小
説
・
物
語
や
随
筆
・
評
論
も
多
い
。
特
徴
で

は
児
童
文
学
が
顕
著
。

④ 

キ
ャ
ズ
ロ
ン
書
体
誕
生
の
年
代
は
十
八
世
紀
前
半
で
あ
る
の
で
、
著
者
の
年
代
と

傾
向
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
「
著
者
の
分
野
と
そ
の
特
徴
」
か
ら
選
ば
れ

て
い
る
。
強
い
癖
が
少
な
い
こ
と
か
ら
一
般
的
に
万
能
的
な
書
体
と
し
て
選
ば
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
哲
学
・
宗
教
・
社
会
的
思
想
な
ど
と
は
縁
遠
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ

れ
は
特
徴
的
な
選
択
。

■ 

プ
ラ
ン
タ
ン
書
体

一
九
一
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ノ
タ
イ
プ
社
工
場
長
ピ
ア
ポ
ン
の
主
導
で
、
十
六
世
紀
ベ
ル

ギ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ン
印
刷
所
の
活
字
見
本
帳
掲
載
の
Ｒ
・
グ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
の
活
字
を
モ
デ
ル

に
設
計
さ
れ
た
と
さ
れ
る
や
や
骨
太
の
穏
や
か
な
書
体
。

① 

十
九
―
二
十
世
紀
に
多
い
。

② 

劇
作
家
、
絵
本
作
家
、
詩
人
・
小
説
家
、
民
俗
学
者
に
区
分
。
著
者
に
は
ド
イ
ツ
人

の
ト
ラ
ー
が
い
る
。
古
き
の
ど
か
な
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
作
家
が
目
立
つ
し
、
そ

れ
が
暗
に
現
代
社
会
へ
の
批
判
と
し
て
垣
間
見
ら
れ
る
内
容
か
。
主
張
の
強
さ
を
秘

め
る
作
品
が
多
い
。

③ 

詩
歌
・
韻
文
・
歌
謡
に
集
中
。
古
代
で
は
随
筆
・
宗
教
関
連
で
も
選
ば
れ
て
い
る
。

十
二
点
の
う
ち
七
点
はTh

e week-end book

と
い
う
小
冊
子
で
あ
り
、
田
舎
で
働

く
人
々
が
週
末
に
読
む
こ
と
を
想
定
し
た
社
交
的
な
歌
謡
集
ま
た
は
詩
文
集
。
歌
や

ゲ
ー
ム
を
主
と
し
た
生
活
感
あ
ふ
れ
る
趣
味
的
な
内
容
。

④ 「
ジ
ャ
ン
ル
」
の
特
徴
が
関
係
。
十
六
世
紀
の
著
者
の
書
名
で
は
一
つ
使
わ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
代
に
根
拠
が
あ
っ
て
の
選
択
で
は
な
い
。

■ 

ギ
ャ
ラ
モ
ン
書
体
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■ 

ベ
ン
ボ
書
体

十
五
世
紀
末
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
ア
ル
ド
（
ア
ル
ダ
ス
）
が
使
っ
た
最
初
の
オ
ー
ル
ド
・
ロ
ー
マ

ン
体
の
復
刻
版
。
二
百
五
十
年
ほ
ど
の
間
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
復
刻
版
は
二
十
世
紀
の
書
籍

に
多
く
使
わ
れ
た
人
気
あ
る
書
体
。

① 

十
九
―
二
十
世
紀
が
多
め
。

② 

詩
人
、
劇
作
家
、
小
説
家
、
童
話
作
家
な
ど
で
、
警
句
・
批
評
や
リ
ア
リ
ズ
ム
を
得

意
と
す
る
著
者
。

③ 

小
説
・
物
語
、
詩
歌
・
歌
謡
、
小
論
・
評
論
と
ま
ん
べ
ん
な
く
選
択
。

④ 

万
能
的
な
書
体
で
も
あ
る
が
、
私
的
批
評
と
い
う
「
著
者
の
特
徴
」
と
関
連
。

■ 

フ
ェ
ル
書
体

十
七
世
紀
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
教
授
だ
っ
た
フ
ェ
ル
博
士
が
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
設

計
の
活
字
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
活
字
を
調
べ
て
設
計
さ
せ
た
書
体
の
復
刻
版
。

① 

十
六
―
十
七
世
紀
に
集
中
。

② 

詩
人
と
日
記
作
家
で
、
個
人
色
が
強
く
現
れ
る
内
容
か
。

③ 

詩
歌
・
歌
謡
、
小
論
・
評
論
、
宗
教
・
哲
学
に
も
使
用
。

④ 

十
七
世
紀
と
い
う
清
教
徒
革
命
か
ら
王
政
復
古
、
国
教
統
一
な
ど
と
宗
教
問
題
が
吹

き
ま
く
っ
た
時
代
の
著
者
た
ち
と
合
致
。
つ
ま
り
、「
著
者
の
年
代
」
と
「
ジ
ャ
ン

ル
」
と
の
関
係
が
際
立
つ
。

（
四
）
使
用
主
要
書
体
の
傾
向 

― 

ま
と
め

　
右
に
調
べ
た
十
書
体
の
選
択
要
素
と
傾
向
を
点
数
化
し
て
以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。
傾
向

が
最
も
強
い
場
合
を
五
点
、
傾
向
が
や
や
見
ら
れ
る
場
合
を
三
点
、
最
も
弱
い
場
合
を
一
点

と
設
定
し
た
。

書
体
名

著
者
の
年
代

著
者
の
分
野
・
特
徴

著
作
の
ジ
ャ
ン
ル

キ
ャ
ズ
ロ
ン

1

3

3

プ
ラ
ン
タ
ン

5

3

3

ギ
ャ
ラ
モ
ン

5

1

3

タ
イ
ム
ズ
・
Ｎ
・
ロ
ー
マ
ン

3

3

3

バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル

3

1

3

ジ
ャ
ン
ソ
ン

3

3

3

ス
コ
ッ
チ
・
ロ
ー
マ
ン

3

1

5

漫
主
義
派
が
二
名
で
、
社
会
主
義
者
の
モ
リ
ス
も
い
て
、
や
や
古
き
英
国
へ
の
郷
愁

が
滲
む
。

③ 

詩
歌
・
歌
謡
と
小
論
・
評
論
に
集
中
。

④ 

英
国
人
気
質
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
。
書
体
誕
生

の
時
代
と
一
致
。「
著
者
の
年
代
」
と
「
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
」
が
影
響
。

■ 
ジ
ャ
ン
ソ
ン
書
体

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
ニ
コ
ラ
・
キ
シ
ュ
が
十
七
世
紀
に
設
計
し
た
書
体
の
復
刻
版
。
こ
れ
は
誤
っ

て
ア
ン
ト
ン
・
ジ
ャ
ン
ソ
ン
の
活
字
だ
と
さ
れ
た
書
体
だ
と
、
ハ
リ
ー
・
カ
ー
タ
ー
ら
が
明

ら
か
に
し
た
。（9）

① 

十
九
―
二
十
世
紀
が
多
く
て
全
体
の
半
数
で
あ
る
。
十
七
世
紀
の
著
作
に
も
三
点
が

選
ば
れ
て
い
る
。

② 

聖
職
者
、
詩
人
、
思
想
家
、
学
者
、
作
家
。
特
徴
は
古
典
主
義
者
や
社
会
主
義
者
ま

た
は
宗
教
批
判
者
な
ど
。

③ 

詩
歌
・
歌
謡
と
小
論
．
評
論
に
集
中
。

④ 「
著
者
の
年
代
」「
著
者
の
分
野
・
特
徴
」「
ジ
ャ
ン
ル
」
の
要
素
が
強
い
。

■ 

ス
コ
ッ
チ
・
ロ
ー
マ
ン
書
体

十
八
世
紀
後
半
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
作
ら
れ
た
書
体
が
十
九
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て

こ
の
名
称
を
得
た
書
体
。
イ
ギ
リ
ス
製
の
活
字
で
は
珍
し
く
モ
ダ
ン
・
ロ
ー
マ
ン
に
分
類
。

① 

十
九
―
二
十
世
紀
が
多
い
。

② 

詩
人
と
小
説
家
で
占
め
ら
れ
、
異
国
人
著
者
が
二
名
。
歴
史
的
・
浪
漫
主
義
的
傾
向

を
帯
び
た
著
者
。

③ 

小
論
・
評
論
に
圧
倒
的
に
集
中
。

④ 「
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
」
で
一
定
の
傾
向
が
強
く
、「
著
者
の
年
代
」
と
も
重
な
る
。

■ 

コ
シ
ャ
ン
書
体

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
挿
絵
画
家
で
あ
っ
た
コ
シ
ャ
ン
が
設
計
し
た
書
体
の
復
刻
版
。
エ
ッ

ク
ス
ハ
イ
ト
が
低
く
、
上
品
で
異
色
の
書
体
で
あ
る
。

① 

十
八
―
二
十
世
紀
が
多
い
。

② 

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
に
集
中
。
幻
想
的
、
風
刺
的
し
た
が
っ
て
批
評
的
、
神
秘
的
な

内
容
を
得
意
と
す
る
著
者
が
多
い
。

③ 

主
に
フ
ラ
ン
ス
の
恋
愛
小
説
で
使
用
。

④ 「
著
者
の
年
代
」
と
「
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
」
に
深
く
関
わ
る
選
択
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
メ
ネ
ル
の
書
体
選
択
の
根
拠
に
は
常
に
著
者
の
存
在
が
中
心
に
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
数
字
で
見
る
と
、「
著
者
の
年
代
」「
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
」
が
核
と
な

り
、
そ
れ
に
「
著
者
の
分
野
・
特
徴
」
が
結
び
つ
い
て
い
る
様
相
を
呈
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

メ
ネ
ル
の
言
動
と
重
な
る
。
つ
ま
り
、「
著
者
の
言
葉
を
肉
体
化
す
る
こ
と
」「
書
き
手
の
目

的
へ
の
誠
実
な
奉
仕
で
あ
る
」「
書
き
手
の
意
図
を
増
幅
し
た
り
」
と
い
う
、著
者
の
存
在
こ

そ
が
書
体
選
択
の
核
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
実
際
面
で
反
映
し
て
い
る
。

コ
シ
ャ
ン

3

1

5

ベ
ン
ボ

3

1

1

フ
ェ
ル

5

1

1

合
計
点

34

18

30

ジャンル
著者の年代（数字は世紀を表す）

書体名
戯曲／歌謡／詩歌 古 代 16−17 17−18 18−19 19−20 不 明 小 計 合 計
キャズロン 1 5 1 3 10
プランタン 1 9 10
ギャラモン 1 3 1 5
タイムズ・N・R 1 3 2 6
バスカヴィル 1 1 3 1 1 7
ジャンソン 1 2 2 5
スコッチ・R 1 1
コシャン 1 1
ベンボ 2 2
フェル 2 2 49

小説／物語 古 代 16−17 17−18 18−19 19−20 不 明 小 計
キャズロン 1 1 1 1 4
プランタン 1 1 2
ギャラモン 1 2 3 1 7
タイムズ・N・R 1 1 2
バスカヴィル 1 1 2
ジャンソン 1 1
スコッチ・R 1 1
コシャン 1 1 4 1 7
ベンボ 1 2 3
フェル 0 29

随筆／評論 古 代 16−17 17−18 18−19 19−20 不 明 小 計
キャズロン 2 2 4
プランタン 1 1 2
ギャラモン 0
タイムズ・N・R 1 1 1 2 5
バスカヴィル 1 2 1 4
ジャンソン 1 2 1 4
スコッチ・R 1 2 3 2 8
コシャン 0
ベンボ 2 2
フェル 1 1 30

宗教／哲学 古 代 16−17 17−18 18−19 19−20 不 明 小 計
キャズロン 1 1
プランタン 2 2
ギャラモン 1 1 2
タイムズ・N・R 0
バスカヴィル 0
ジャンソン 0
スコッチ・R 0
コシャン 0
ベンボ 0
フェル 1 1 2 7

その他（不明含む） 古 代 16−17 17−18 18−19 19−20 不 明 小 計
キャズロン 1 3 3 7
プランタン 1 2 3
ギャラモン 1 1 2
タイムズ・N・R 1 1
バスカヴィル 0
ジャンソン 1 1 2
スコッチ・R 0
コシャン 0
ベンボ 0
フェル 1 1 2 17
合  計 9 16 15 20 54 18 132
割  合（％） 6.8 12.1 11.4 15.2 40.9 13.6 100

表4: ジャンルと時代別にみる書体の使用（使用数上位10書体）
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イ
ク
設
計
ダ
ン
テ
書
体
で
は
十
五
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
し
、
ベ
ル
書
体
は
十
八
世
紀

イ
ギ
リ
ス
の
Ｒ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
バ
ル
マ
ー
書
体
は
同
Ｗ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
が
設
計
し
た
書

体
を
モ
デ
ル
と
し
、
ア
メ
リ
カ
人
ド
ゥ
イ
ギ
ン
ズ
設
計
の
カ
レ
ド
ニ
ア
書
体
は
十
八
世
紀
の

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
影
響
が
濃
い
。

　
そ
し
て
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
書
体
は
十
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
活
字
設
計
者
の
書
体
を
下

敷
き
に
し
て
お
り
、
ル
テ
シ
ャ
書
体
と
ロ
ム
ル
ス
書
体
の
モ
デ
ル
は
不
明
で
、
ル
ド
ル
フ
・

コ
ッ
ホ
設
計
の
ノ
イ
ラ
ン
ト
書
体
は
独
創
的
書
体
で
モ
デ
ル
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
書
体
が
著
者
の
年
代
で
十
九
―
二
十
世
紀
に
多
い
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
② 

の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
、
書
名
と
著
作
の
内
容
そ
の
他
の
要
素
が
関
係
し
て
い
る
と

推
測
で
き
る
書
体
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
詩
歌
・
随
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
メ
ネ

ル
の
主
観
も
影
を
落
と
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
以
下
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
。

　
セ
ン
ト
ー
ル
書
体
と
ア
リ
ギ
書
体
は
、Ｈ
・
エ
リ
ス
の
著
作
で
は
解
説
的
な
批
評
的
小
論
で

選
ば
れ
て
い
る
。
エ
リ
ス
自
身
は
十
九
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
生
き
た
精
神
分
析
学
者
で
、

性
心
理
学
を
専
門
と
し
て
い
た
。
カ
タ
ロ
グ
中
に
は
、
こ
の
企
画
の
目
的
の
一
つ
は
「
一
人

の
詩
人
へ
の
関
心
を
再
び
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、こ
の
詩
人
（
チ
ャ
プ
マ
ン
―
引
用
者
）
と
ジ

ョ
ン
・
ダ
ン
と
の
相
性
の
良
さ
が
現
代
の
詩
的
興
趣
の
中
で
共
感
の
響
き
合
い
を
見
出
し
た

方
が
良
い
と
願
っ
て
い
る
」
と
、販
売
促
進
用
見
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
広
告
文
に
あ
る
。（10）

つ

ま
り
、
著
者
と
内
容
に
沿
っ
た
書
体
選
択
と
言
え
る
。
同
じ
く
セ
ン
ト
ー
ル
書
体
を
選
ん
だ

の
は
、
Ｗ
・
Ｃ
・
マ
ル
キ
ス
著
の
手
紙
と
詩
に
お
い
て
で
あ
る
。
マ
ル
キ
ス
は
十
七
世
紀
の

法
律
家
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
選
択
の
理
由
は
記
述
が
極
め
て
少
な
く
、
不

明
で
あ
る
。

　
イ
タ
リ
ア
の
活
字
を
モ
デ
ル
に
し
た
ダ
ン
テ
書
体
は
、
メ
ネ
ル
が
二
人
の
孫
娘
に
宛
て
た

詩
を
集
め
た
個
人
的
で
記
念
碑
的
な
内
容
と
、
十
九
世
紀
の
桂
冠
詩
人
Ａ
・
テ
ニ
ス
ン
に
よ

る
子
供
向
け
詩
集
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
子
供
が
対
象
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
前
者

の
書
名By heart

は
、
メ
ネ
ル
の
息
子
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
偉
大
な
言
葉
を
記
憶
す
る
よ

う
に
要
求
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
た
一
片
の
詩
（
ビ
ア
ト
リ
ア
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
女
史
の
作
詩
）
か

ら
採
用
し
た
と
あ
る
。（11）

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
十
六
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
戯
作
者
で
、

古
さ
と
い
う
観
点
か
ら
の
選
択
は
あ
り
え
る
。
後
者
で
は
六
世
紀
の
伝
説
的
人
物
ア
ー
サ
ー

王
の
作
と
さ
れ
る
田
園
詩
で
あ
り
、
夭
折
の
鬼
才
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
挿
絵
図
版
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
古
拙
感
と
時
代
色
と
独
特
の
郷
愁
を
与
え
、
若
き
日
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
さ
せ
る
こ

と
に
関
連
し
て
、
古
典
的
書
体
と
し
て
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
別
の
表
４
か
ら
は
、
キ
ャ
ズ
ロ
ン
、
プ
ラ
ン
タ
ン
、
ギ
ャ
ラ
モ

ン
、
タ
イ
ム
ズ
、
コ
シ
ャ
ン
の
五
書
体
は
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
特
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
を
各
ジ

ャ
ン
ル
で
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

・ 

戯
曲
と
歌
謡
と
詩
歌
で
は
、
キ
ャ
ズ
ロ
ン
、
プ
ラ
ン
タ
ン
、
ギ
ャ
ラ
モ
ン
、
タ
イ
ム

ズ
、
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
の
各
書
体
が
主
流
。

・ 
小
説
と
物
語
で
は
、
ギ
ャ
ラ
モ
ン
、
キ
ャ
ズ
ロ
ン
の
書
体
が
多
め
。

・ 

随
筆
と
評
論
で
は
、
ス
コ
ッ
チ
、
タ
イ
ム
ズ
が
目
立
つ
。

・ 

宗
教
と
哲
学
で
は
、
キ
ャ
ズ
ロ
ン
、
プ
ラ
ン
タ
ン
、
ギ
ャ
ラ
モ
ン
、
フ
ェ
ル
の
各
書

体
。

（
五
）
使
用
少
数
書
体
の
傾
向 
― 
そ
の
他
の
書
体

　
次
に
、
表
１
の
下
段
に
見
ら
れ
る
一
回

な
い
し
二
回
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
書

体
を
表
５
の
「
少
数
選
択
書
体
と
ジ
ャ
ン

ル
及
び
著
者
」
を
基
に
調
べ
て
み
る
。
こ

こ
で
は
二
つ
の
大
き
な
傾
向
が
う
か
が
え

る
。
①
著
者
の
特
質
が
注
目
さ
れ
、
年
代

と
は
一
致
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
、
②
ジ

ャ
ン
ル
で
物
語
・
宗
教
・
解
剖
学
を
除
け

ば
、
詩
歌
・
随
筆
が
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。（
こ
の
随
筆

と
は
エ
ッ
セ
イ
の
こ
と
だ
が
、
日
本
語
の
「
思
う
と
こ

ろ
を
気
楽
に
記
す
」
よ
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
小
論
文

に
あ
た
る
。）

　
① 

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
見
方
が

で
き
る
。
例
え
ば
セ
ン
ト
ー
ル
書
体
は

十
五
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
最

初
の
ロ
ー
マ
ン
体
ジ
ェ
ン
ソ
ン
書
体
を
モ

デ
ル
と
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
他
の
モ
デ

ル
書
体
は
、
ア
リ
ギ
書
体
で
は
十
六
世
紀

初
頭
の
イ
タ
リ
ア
で
、
マ
ー
ダ
ー
シ
ュ
タ

書体名 ジャンル 作品数 著者名 著者年代
セントール&アリギ 詩歌／随筆 1 エリス 19–20
セントール 随筆・詩歌 1 マルキス 17
ダンテ 詩歌 1 F・メネル 20

詩歌 1 テニスン 19
ベル 小説／物語 1 M・トゥウェイン 19–20
バルマー 小説／物語 1 ディケンズ 19
バルマー&カレドニア 詩歌 1 F・メネル 20
フライシュマン&ファン・ダイク 解剖学 1 ハーヴィ 17
フライシュマン&ルテシャ 詩歌／伝記 1 ハミルトン 19–20
ノイラント 宗教（創世記） 1 ̶ 古代
ロムルス 詩歌 1 ベロック 19–20

表5: 少数選択書体とジャンル及び著者



83

研究ノート［欧文活字書体選択の根拠を探る：後編 ナンサッチ・プレスにおける活字書体の使用］河野 三男

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第21号

ギ
リ
シ
ャ
の
詩
集
の
英
訳
版
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
書
体

は
ギ
リ
シ
ャ
語
版
活
字
で
あ
る
。
ル
テ
シ
ャ
書
体
は
オ
ラ
ン
ダ
人
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ク
リ
ン

ペ
ン
が
設
計
し
た
独
創
的
な
活
字
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
伝
統
を
大
き
く
刷
新
し
、
貴
婦
人

を
思
わ
せ
て
繊
細
で
あ
り
ま
た
大
文
字
が
際
立
つ
の
で
、
そ
の
使
用
は
一
般
に
は
広
ま
ら
ず

に
、
む
し
ろ
特
徴
を
色
濃
く
演
出
す
る
私
家
版
印
刷
者
に
主
に
好
ま
れ
た
。
ル
テ
シ
ャ
書
体

使
用
の
根
拠
は
、「
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
」
だ
と
評
判
の
詩
や
フ
ラ
ン
ス
人
女
流
画
家
に
よ
る
素
描

画
が
、
清
楚
で
上
品
な
姿
の
ル
テ
シ
ャ
書
体
と
重
な
る
。

　
ロ
ム
ル
ス
書
体
も
ル
テ
シ
ャ
書
体
と
同
じ
く
ク
リ
ン
ペ
ン
設
計
だ
が
、
十
九
―
二
十
世
紀

の
ド
イ
ツ
人
Ｈ
・
ベ
ロ
ッ
ク
の
十
七
歳
の
時
の
自
選
詩
を
組
ん
で
い
る
。
ベ
ロ
ッ
ク
は
詩
人

で
随
筆
家
・
歴
史
家
・
小
説
家
で
、
反
ド
イ
ツ
や
反
ユ
ダ
ヤ
・
反
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
の
持
ち

主
。
古
代
ロ
ー
マ
の
生
ん
だ
伝
説
の
人
物
の
名
前
を
被
し
た
書
体
名
に
、
伝
説
的
で
特
異
な

人
物
と
の
共
通
点
が
あ
る
と
し
て
選
ば
れ
た
と
の
推
測
は
、
強
引
で
は
あ
る
が
、
特
殊
性
の

故
に
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

　
詩
集
関
連
以
外
で
は
、
三
つ
の
書
体
が
使
わ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
書
体
は
フ
ァ

ン
・
ダ
イ
ク
書
体
と
と
も
に
十
六
―
十
七
世
紀
の
解
剖
学
者
ハ
ー
ヴ
ィ
の
著
作
で
組
ま
れ
て

い
る
。
血
液
循
環
説
で
有
名
な
学
者
に
よ
る
動
物
の
肉
体
機
能
の
発
見
に
関
す
る
内
容
に
は
、

十
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
活
字
彫
刻
師
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
と
同
じ
オ
ラ
ン
ダ
人
の
フ

ァ
ン
・
ダ
イ
ク
の
活
字
の
復
刻
版
が
選
ば
れ
れ
て
い
る
の
で
、
国
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

わ
か
り
や
す
い
。

　
ノ
イ
ラ
ン
ト
書
体
は
旧
約
聖
書
の
『
創
世
記
』
の
第
一
章
に
関
す
る
木
版
画
を
描
い
た
部

分
で
短
い
文
章
や
語
句
に
組
ま
れ
て
い
る
。
独
創
的
書
体
で
モ
デ
ル
の
な
い
活
字
を
思
い
浮

か
べ
た
メ
ネ
ル
の
発
想
は
、
木
に
荒
く
彫
っ
た
よ
う
な
硬
く
太
く
か
つ
黒
々
と
し
た
ウ
ェ
イ

ト
の
書
体
が
、
ポ
ー
ル
・
ナ
ッ
シ
ュ
描
く
シ
ュ
ー
ル
で
硬
質
な
ス
ミ
一
色
刷
り
の
木
版
画
と

調
和
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
ハ
リ
ー
・
カ
ー
タ
ー
は
「
古
代
の
雰
囲
気
」
を
伝

え
て
い
る
と
い
う
感
想
を
得
た
そ
う
で
あ
る
し
、
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
も
「
目
の
覚
め
る
ほ
ど
の

実
例
だ
」
と
、
そ
の
書
体
選
択
を
讃
え
て
い
る
。
こ
の
「
古
代
」
と
は
『
創
世
記
』
を
含
む

い
わ
ゆ
る
「
モ
ー
ゼ
五
書
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
期
間
の
紀
元
前
十
か
ら
同
六
世
紀
の
時
代
で

あ
ろ
う
。
木
版
画
の
特
徴
と
時
代
が
書
体
を
求
め
た
と
言
え
る
。

　
モ
デ
ル
が
十
八
世
紀
生
ま
れ
の
ベ
ル
書
体
は
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
で

有
名
な
Ｍ
・
ト
ゥ
ウ
ェ
イ
ン
の
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
』
で
選
ば
れ
て
い
る
。
ベ
ル
書
体
は
十
八

世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
名
付
け
ら
れ
た
ス
コ
ッ
チ
・
ロ
ー
マ
ン
書
体

の
元
を
設
計
し
た
Ｒ
・
オ
ー
ス
テ
イ
ン
が
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
活
字
が
活
躍
し
た
時
代

と
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
柄
で
重
な
る
。

　
ま
た
、
十
九
世
紀
の
詩
人
Ｃ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
有
名
な
二
十
四
巻
物
、
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン

サ
ッ
チ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
」
の
全
集
に
十
八
世
紀
生
ま
れ
の
バ
ル
マ
ー
書
体
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
体
選
択
に
関
し
て
は
カ
タ
ロ
グ
中
に
メ
ネ
ル
自
身
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

次
に
引
用
す
る
。

（
活
字
書
体
の
―
引
用
者
）
自
覚
し
た
美
し
さ
、
そ
れ
は
楽
し
い
ほ
ど
自
由
で
あ
る
。（
だ
が
）

気
取
り
、
不
自
然
さ
、
あ
る
い
は
際
立
っ
た
特
徴
は
そ
れ
自
体
で
望
ま
し
い
場
合
も
あ

る
が
、
長
文
に
は
不
向
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
著
作
物
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
に
お
い
て
は
そ
の
文
体
は
彼
独
特
の
も
の
だ
。
活
字
は
こ
の

人
物
の
語
調
を
変
え
な
い
よ
う
に
中
立
で
あ
る
べ
き
だ
。（12）

　　
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
生
き
た
十
九
世
紀
は
印
刷
の
暗
黒
時
代
で
あ
っ
た
。い
わ
ゆ
る「
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
朝
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
後
世
に
呼
ば
れ
、
無
秩
序
な
活
字
に
よ
っ
て
印
刷
物
の
質
が

乱
れ
て
い
た
。
そ
の
世
紀
末
に
や
っ
と
近
代
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
夜
明
け
前
と
し
て
技
術
改

良
が
見
ら
れ
、
そ
の
新
し
い
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
質
の
向
上
が
あ
っ
て
も
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ

の
著
作
を
印
刷
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
、
メ
ネ
ル
が
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
名
誉
回

復
を
願
い
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
バ
ル
マ
ー
書
体
で
報
い
た
よ
う
で
あ
る
。
バ

ル
マ
ー
書
体
は
黒
味
が
明
瞭
で
癖
を
抑
制
さ
れ
か
つ
中
立
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
著
者
の
言

葉
使
い
や
文
体
に
適
切
だ
。
ま
た
バ
ル
マ
ー
書
体
の
非
個
性
的
な
特
徴
が
、
大
部
の
全
集
の

本
文
用
書
体
と
し
て
読
者
の
眼
精
疲
労
や
視
覚
馴
致
に
も
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
書

体
選
択
に
お
い
て
、
メ
ネ
ル
自
身
が
こ
の
よ
う
に
思
慮
深
い
対
応
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
こ
の
「
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
本
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
細
部
は
、

ハ
リ
ー
・
カ
ー
タ
ー
の
手
に
な
っ
た
と
の
解
説
が
あ
る
。
同
じ
く
バ
ル
マ
ー
書
体
は
メ
ネ
ル

の
短
い
詩
集
に
カ
レ
ド
ニ
ア
書
体
と
と
も
に
選
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
り
に
く

い
。

　
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
書
体
と
ル
テ
シ
ャ
書
体
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
い
う
編
集
者
の
手
に
な
る
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アリギ、Arrighi Italic

ファン・ダイク、MT Van Dijck

セントール、Centaur

フライシュマン、Enschede Fleischman ダンテ、MT Dante

ルテシャ、Lutetia ベル、MT Bell

ノイラント、Neuland

バルマー、MT Bulmer

カレドニア、Caledoniaロムルス、Romulus
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⑥ 「
国
柄
」（
国
名
と
そ
の
地
方
色
・
風
俗
・
文
化
）

と
い
う
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
る
事
情
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
著
者
と
何
ら
か
の
部
分
で

関
連
す
る
事
柄
な
ど
が
書
体
選
択
の
主
要
な
要
素
だ
と
捉
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

要
素
を
組
合
せ
る
に
は
、
文
芸
出
版
社
と
し
て
当
然
な
が
ら
歴
史
・
文
化
と
り
わ
け
文
学
へ

の
広
範
な
理
解
が
基
本
で
あ
り
必
須
と
言
え
る
。

　
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
に
お
け
る
本
文
用
書
体
に
お
い
て
、
そ
の
選
択
の
根
拠
が
そ
れ
ぞ

れ
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
書
籍
製
作
の
一
部
で
あ
っ
て
ま
た
読
者
が
最

も
意
識
し
に
く
く
識
別
も
し
に
く
い
本
文
用
書
体
だ
け
で
な
く
、
分
か
り
や
す
い
部
分
と
し

て
の
書
籍
の
外
側
で
あ
る
装
幀
（
製
本
材
料
や
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
）、
扉
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
れ
に
本
文

用
紙
な
ど
の
選
択
に
お
い
て
も
、
何
ら
か
の
選
択
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
扉
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
メ
ネ

ル
が
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
著
作
集
の
製
作
に
関
し
て
、
一
九
二
九
年
九
月
に
手
紙

で
「
二
十
七
回
目
の
扉
の
校
正
刷
り
を
得
て
、
こ
れ
で
ほ
ぼ
よ
か
ろ
う
と
し
た
」
と
書
き
送

っ
て
い
る
。（13）

一
つ
の
扉
を
決
め
る
た
め
に
、
二
十
七
通
り
も
の
文
字
組
み
を
実
際
に
組
ん

で
、
壁
に
貼
り
続
け
て
眺
め
て
吟
味
し
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
種
の
メ
ネ
ル
の
行
動
は
興
味

深
く
、
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
る
は
ず
だ
。
今
回
本
稿
の
基
本
参
考
書
と
し
た
『
ナ
ン
サ
ッ
チ
・

プ
レ
ス
の
歴
史
』
を
さ
ら
に
詳
細
に
読
み
込
め
ば
、
メ
ネ
ル
に
関
す
る
逸
話
が
多
く
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
し
、
別
の
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
り
、
い
っ
そ
う
深
く
理

解
で
き
る
ヒ
ン
ト
も
現
れ
る
だ
ろ
う
。

　
活
字
書
体
の
選
択
以
外
で
も
、
花
柄
装
飾
活
字
の
援
用
や
挿
絵
の
選
択
に
お
い
て
、
メ
ネ

ル
は
製
作
物
全
体
に
「
隠
喩
」
の
香
り
を
香
水
の
よ
う
に
振
り
か
け
漂
わ
せ
て
も
い
た
よ
う

だ
。
先
に
紹
介
し
た
「
隠
喩
に
富
ん
だ
印
刷
」
の
実
践
で
あ
る
。
そ
れ
は
書
き
手
の
意
図
へ

の
共
感
を
読
者
と
と
も
に
味
わ
う
こ
と
で
あ
り
、
余
裕
と
も
言
え
る
一
種
の
遊
び
の
精
神
や

仕
事
へ
の
喜
び
が
な
く
て
は
叶
わ
な
い
行
為
で
あ
ろ
う
。
メ
ネ
ル
自
身
が
書
き
手
の
奉
仕
者

と
し
て
さ
ら
に
は
自
身
も
含
め
た
読
み
手
へ
の
奉
仕
を
仕
事
と
し
て
飽
か
ず
楽
し
む
懐
の
広

さ
が
、
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
を
支
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
納
得
を
目
指
す
執
念
の
熱

さ
ま
た
は
完
成
度
の
高
さ
へ
の
持
続
的
集
中
力
や
粘
着
力
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
性
格
の
故
だ
け

で
な
く
、
書
き
手
の
言
葉
を
視
覚
化
す
る
と
い
う
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
本
道
の
実
践
を
目
指

す
志
の
厚
み
故
で
も
あ
る
。

（
二
）
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
実
戦
を
生
か
す
道

（
六
）
使
用
少
数
書
体
の
傾
向 

― 

ま
と
め

　
右
の
検
証
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
な
り
の
書
体
選
択
の
根
拠
ま
た
は
共

通
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
複
数
の
要
素
が
選
択
に
関
わ
っ
て
い
る
。
カ
ッ
コ
内
は
書
体
名
。

・ 
著
者
と
内
容
（
セ
ン
ト
ー
ル
と
ア
リ
ギ
、
ダ
ン
テ
）

・ 
図
版
（
ダ
ン
テ
、
ル
テ
シ
ャ
）

・ 

図
版
と
時
代
（
ノ
イ
ラ
ン
ト
）

・ 

著
者
・
時
代
（
ベ
ル
）

・ 

著
者
（
バ
ル
マ
ー
、
ロ
ム
ル
ス
）

・ 

国
（
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
、
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
）

・ 

不
明
（
カ
レ
ド
ニ
ア
）

　
こ
の
範
囲
に
お
け
る
整
理
か
ら
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
出
版
物
で
は
、
書
体
選
択
の
主

要
な
要
素
が
著
者
で
あ
る
場
合
が
五
例
、
図
版
の
場
合
が
三
例
、
内
容
の
場
合
が
二
例
、
時

代
の
場
合
が
一
例
、
国
柄
の
場
合
が
一
例
と
い
う
結
果
を
得
ら
れ
た
。
著
者
が
多
め
で
そ
の

特
質
・
性
格
な
ど
の
属
性
に
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
メ
ネ
ル
の
言
う
「
書
き
手
の
目
的
へ
の

誠
実
な
奉
仕
」
つ
ま
り
活
字
の
本
来
の
役
割
が
基
本
と
し
て
貫
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
著

者
の
声
を
代
弁
す
る
た
め
の
器
こ
そ
書
籍
で
あ
る
、
と
い
う
信
念
で
も
あ
ろ
う
。

四
．
結
び

（
一
）
書
体
選
択
の
主
要
な
要
素

　
以
上
、
本
文
用
に
選
ば
れ
た
上
位
十
書
体
と
一
ま
た
は
二
回
の
出
版
物
に
し
か
使
わ
れ
な

か
っ
た
十
一
書
体
で
の
書
体
選
択
の
根
拠
を
検
証
し
て
き
た
。こ
の
場
合
、対
象
は
本
文
用
だ

け
で
あ
り
表
紙
や
扉
な
ど
で
選
ば
れ
た
書
体
は
除
外
し
て
い
る
。
著
作
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
類
推
に
不
正
確
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
当
面
の
概
要
は
把
握
で
き
た
。
こ

こ
で
は
そ
こ
か
ら
一
定
の
傾
向
を
総
合
的
に
捉
え
て
み
る
。
　

著
者
が
主
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
、

① 

著
者
の
生
き
た
「
年
代
」
と
そ
の
著
者
の
「
特
徴
」

② 

著
者
の
生
き
た
「
年
代
」
と
著
作
の
「
ジ
ャ
ン
ル
」
の
特
徴

③ 

著
者
の
「
分
野
」
と
著
者
の
「
特
徴
」

④ 

著
者
の
「
特
徴
」

と
い
う
五
つ
の
要
素
が
関
係
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に

⑤ 「
図
版
類
」
の
特
徴
と
の
調
和
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は
読
む
行
為
の
深
さ
が
必
須
と
な
る
。
著
者
へ
の
愛
情
や
興
味
が
な
け
れ
ば
不
可
能
な
作
業

で
あ
り
、
著
者
と
静
か
に
向
か
い
合
っ
て
の
考
察
か
ら
生
ま
れ
る
内
容
の
「
再
現
性
や
追
創

造
」
こ
そ
、
適
切
な
書
体
の
選
択
で
あ
り
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
核
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
メ
ネ
ル
は
「
言
葉
へ
の
愛
」
と
い
う
表
し
方
を
好
ん
だ
と
い
う
。
言
葉
へ
の
理
解
力
と
感

性
が
意
味
の
整
理
力
と
結
ば
れ
て
書
体
を
扱
う
行
為
が
彼
に
は
見
ら
れ
る
。
印
刷
す
る
中
身

へ
の
理
解
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
か
ら
書
体
選
択
へ
の
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

（
三
）
追
記

　
本
稿
で
は
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
の
代
表
者
と
し
て
メ
ネ
ル
だ
け
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、

彼
と
共
に
出
版
活
動
を
支
え
た
人
物
と
し
て
、次
の
二
人
を
忘
れ
て
は
片
手
落
ち
で
あ
る
。一

人
は
企
画
を
生
み
出
し
編
集
や
経
理
を
こ
な
し
た
ヴ
ェ
ラ
・
メ
ン
デ
ル
で
、
メ
ネ
ル
の
二
度

目
の
妻
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
小
説
家
で
文
学
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
出
版
物
の
選
定

に
力
を
発
揮
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
。
初
期
の
ナ
ン
サ
ッ
チ
の
出
版
物
は
、
こ

の
三
人
の
志
か
ら
船
出
し
た
。
ま
た
、
外
部
に
は
モ
ノ
タ
イ
プ
社
で
活
字
開
発
計
画
を
推
進

し
て
い
た
Ｓ
・
モ
リ
ス
ン
と
、
同
社
の
広
報
を
担
当
し
て
い
た
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
ド
が
い
た
。
こ

の
二
人
が
援
護
者
だ
っ
た
こ
と
は
文
献
記
述
に
散
見
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
陰
の
助
力
の
程
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
短
期
の
調
査
で
は
ジ
ャ
ン
ル
の
特
定
で
誤
読
や
不
正
確
さ
も
あ
り
得
る
。
そ

の
た
め
さ
ら
な
る
精
査
を
加
え
て
、
一
層
の
深
い
読
み
取
り
と
メ
ネ
ル
の
深
層
に
迫
る
だ
け

の
相
応
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

註（1）
　
社
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、「
希
望
と
謙
遜
が
混
じ
っ
た
気
分
で
選
ば
れ
た
」
と
い
う
メ

ネ
ル
の
言
葉
が
残
っ
て
い
る
が
、「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
城
に
対
抗
し
て
、
ア
ン
リ
三

世
が
一
五
三
八
年
に
築
城
を
開
始
し
た
城
の
名
前
」
と
同
じ
で
あ
る
。
メ
ネ
ル
は
新
し

い
印
刷
所
の
開
設
に
あ
た
り
名
称
を
決
め
る
際
に
思
い
出
し
、
ま
た
印
刷
社
マ
ー
ク
を

考
え
る
際
に
そ
の
城
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
装
飾
を
参
考
に
し
た
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
の
専
門
用
語
で
は
ナ
ン
サ
ッ
チ
と
は
「
ナ
ン
パ
レ
ル
」
と
同
義
で
、
六
ポ
イ
ン
ト

相
当
の
活
字
サ
イ
ズ
の
名
称
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
ナ
ン
サ
ッ
チ
」
に
は
ま
た
一
般
的

に
「
比
類
な
き
も
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
著
者
の
ジ
ョ
ン
・
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
（John 

D
reyfus  

一
九
一
二
―
二
〇
〇
二
）
は
印
刷
史
研
究
家
で
、
モ
ノ
タ
イ
プ
社
で
は
モ
リ

　
書
体
選
択
に
お
け
る
メ
ネ
ル
の
基
本
姿
勢
と
実
践
か
ら
、
我
々
が
学
べ
る
こ
と
を
ま
と
め

て
み
る
。
我
々
は
続
々
生
ま
れ
て
く
る
豊
富
な
書
体
数
と
書
体
価
格
に
戸
惑
い
つ
つ
、
感
覚

的
に
無
意
識
に
自
身
の
好
み
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
反

省
か
ら
次
の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
を
メ
ネ
ル
か
ら
引
き
出
し
て
み
る
。

　
第
一
は
、
入
手
可
能
な
書
体
数
に
恵
ま
れ
た
現
代
の
環
境
下
で
の
対
処
法
で
あ
る
。
メ
ネ

ル
は
当
時
続
々
と
発
表
さ
れ
た
書
体
を
前
に
、
単
に
入
手
可
能
だ
っ
た
多
く
の
書
体
を
使
い

こ
な
し
た
の
で
は
な
く
、
使
用
可
能
な
書
体
の
範
囲
の
中
か
ら
慎
重
に
選
ん
だ
と
理
解
で
き

る
。
書
体
数
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
一
定
の
評
価
の
あ
る
書
体
群
を
対
象
に
す
る
こ
と
が

基
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
基
本
書
体
を
熟
知
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
（C

lassic

と
は
必
ず
し
も
時
代
的
に
古
い
こ
と
あ
る
い
は
「
古
典
」
だ
け
で
は
な
く
、高
い
評
価
の
定
ま
っ
た

優
れ
た
質
を
有
す
る
こ
と
が
基
本
に
あ
る
）。
読
者
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
書
体
が
文
章
を
読
み
進
む

上
で
の
期
待
で
あ
る
た
め
、
書
体
は
背
後
に
隠
れ
る
こ
と
で
意
味
の
理
解
に
集
中
さ
せ
る
黒

子
の
役
割
に
徹
底
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
」
説
（14）

だ
が
、
そ
れ
は
普
遍
的
機
能
で
あ
り
、
た
と
え
新
規
さ
が
目
に
つ
い
て
も
読
み
進
む
に
つ
れ

て
恙
な
く
視
覚
の
馴
致
度
が
増
す
機
能
と
も
言
え
る
。

　
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
例
外
が
あ
る
。
新
し
い
書
体
や
不
人
気
の
書
体
で
も
、

書
籍
と
い
う
思
考
や
意
思
を
表
記
し
た
文
章
を
収
め
る
器
の
総
体
の
彩
り
に
調
和
す
る
演
出

の
た
め
に
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
読
む
速
さ
を
相
対
的
に
遅
め
る
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

書
体
も
ま
た
期
待
さ
れ
る
。
メ
ネ
ル
の
出
版
物
に
は
挿
絵
が
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
挿
絵
と
の
相
性
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詩
歌
な
ど
を
味
わ
う
た
め
読
む
速

度
を
考
慮
す
る
書
体
に
よ
り
、
独
特
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に

興
味
深
い
書
体
の
役
割
を
見
出
せ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
と
し
て
の
書
体
の
役
割
は
長
文
の
本

文
用
と
語
句
の
意
味
を
増
幅
さ
せ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
で
あ
る
が
、
こ
の
中
間
的
な
位
置
付

け
と
な
る
、
絵
柄
や
内
容
と
の
共
演
と
い
う
機
能
だ
。
そ
れ
に
は
続
々
と
登
場
す
る
書
体
へ

の
ア
ン
テ
ナ
を
鋭
く
張
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
不
良
と
見
え
る
書
体
で
も
、
そ
れ

を
生
か
せ
る
こ
と
も
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
の
役
割
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
著
者
へ
の
理
解
度
で
あ
り
、
著
作
内
容
へ
の
興
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
タ
イ
ポ
グ

ラ
フ
ィ
を
担
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
共
通
の
苦
手
な
作
業
で
あ
り
、
ま
た
時
間

的
な
制
約
に
よ
っ
て
困
難
に
な
り
う
る
要
素
で
も
あ
る
。
書
き
手
が
生
き
た
時
代
環
境
へ
の

理
解
は
、
メ
ネ
ル
の
場
合
に
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
歴
史
へ
の
視
線
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
著
者
の
境
遇
や
文
体
の
特
色
の
把
握
も
書
体
選
択
の
主
要
な
根
拠
と
な
り
得
た
。
こ
こ
で
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